
 

 

 

 

 

（１）令和４年度（２０２２年度）優駿会同窓会開催報告 

令和４年１１月２６日（土）、優駿会同窓会が Web 会議サービス「Zoom」を用いてオンラインにて

開催された。本年度は、優駿会総会の後、ヤンソン賞受賞者１名を含む３名の演者による講演を

企画した（事前参加登録者 37名）。 

 

 

優駿会総会 

① 獣医学・応用動物科学専攻の現状報告 

堀正敏獣医学専攻長および高橋伸一郎応用動物科学専攻長から、それぞれ獣医学専攻、

応用動物科学専攻の現況について報告があった。 

            

            

さらに、西村亮平附属動物医療センター長および桑原正貴附属牧場長から、それぞれ附属

動物医療センター、附属牧場の現状について報告があった。 

 

優駿会同窓会会報 



            

            

② 会計報告 

中川幹事から令和３年度の収支決算報告ならびに令和４年度の中間報告が行われた。 

 

講演会 

本年度は、コーネル大学教授であり ACVS Diplomate としてもアメリカにおける整形外科学

の権威として国内外の獣医小動物臨床を牽引されている林 慶先生がヤンソン賞を受賞し、

ご講演いただいた。また、さまざまな臨床分野においてご活躍されている先生方として、競走

馬の分野から日本中央競馬会の太田稔先生、産業動物の分野から千葉県農業共済組合の

菊池允人先生にもご講演いただいた。 

招待講演 

① 菊池 允人 （千葉県農業共済組合） 

『産業動物臨床現場における研究活動と教育について』 

産業動物臨床現場における獣医師の役割や現状を千葉 NOSAI での業務の実際を通じ

て紹介する。また、群全体の乳量、繁殖成績、疾病率を長期的に向上させるための臨床と

しての取り組みだけでなく、酪農における抗菌薬使用と薬剤耐性の大規模研究や乳房炎予

防に関する研究を進めており、今後は大学との共同研究なども進めていきたい。 

      

   



② 太田  稔 （日本中央競馬会） 

『ようこそ馬臨床の世界へ』 

戦前は馬が中心だった日本の獣医学だが，今や馬獣医師は 100人に 1人のマイナーな

存在。臨床に関しては，大動物ゆえの限界もあるが，一方で，大動物だからこそ可能な技

術もある。また，臨床以外にも，家畜としての伝染病対策や，アスリートとしてのドーピング

対策など，多岐にわたる馬獣医師の仕事を，臨床医および研究者の立場からご紹介する。 

                   

                      

 

ヤンソン賞講演会 

  林  慶 （コーネル大学） 

『終わりなき外科学修行の旅―苦闘の経験から考える獣医学教育の展望』 

犬と猫の臨床技術、特に外科手術の腕の向上を目指して米国で修行を始めてから既に

３０年。いまだにわからないことばかりで、日夜苦闘を続けている。科学的なアプローチを師

から学び、動物の健康の向上を目的とした研究論文をいくら書いても、この悩みは消えるこ

となく獣医臨床の道はまさに終わりなき旅である。自身の失敗経験、後悔と反省に基づき、

獣医療の将来展望と臨床獣医学の教育法の改革に関して、自分勝手な考えを紹介する。 

      

      

  



（２）令和４年度優駿会同窓会決算報告書について 

 堀正敏先生（獣医薬理）による会計監査が令和 5年 9月 5日に行われた。 

 

  



＝編集後記＝ 

９月になっても焼け付くような日差しは変わらない今日 

この頃ですが、空は夏の空から秋の空に変わりつつあり、 

風も涼しさを増している農学部キャンパスです。５月頃は 

まだコロナ禍が抜けていない雰囲気がありましたが、この 

頃はようやくキャンパスらしい雰囲気が戻ってきているよう 

に感じます。同窓会の開催される１１月には、コロナ前の 

ような活気が戻っているキャンパスに皆様がいらしていた 

だけることを願うばかりです。 

 

 

 

今年は実に４年ぶりとなる対面での同窓会の開催になり 

ます。久しぶりのキャンパスや懐かしい研究室、構内など、 

ぜひこの機会に見て回るのも一つかもしれません。Zoomに 

よるオンライン参加も並行してハイブリッド形式で開催する 

予定ですが、お時間やご都合の許す先生方はぜひ対面での 

同窓会、そしてその後のささやかではありますが懇親会も 

楽しんでいただけますと幸いです。 

 

 

 

また今年度も、事務局の運営にあたっては前幹事・杉浦 

幸二先生に、広報関係では松脇貴志先生に、事務局の 

作業においては西村亮平先生をはじめ獣医外科学研究室 

の藤田直己先生、加藤大貴先生、大学院生、学部学生の 

皆様に、多大なご助力、ご支援をいただいております。 

この場を借りてお礼申し上げます。 

 

皆様と同窓会でお会いできることを楽しみにしています。 

末筆ながら、皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し 

上げます。 

 

中川 貴之（獣医外科） 

 


